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嬬恋村と長野県の軽井沢町および御代
田町との境にある浅間山。標高2,568m
で国内有数の活火山として知られてい
ます。

G7
群馬高崎デジタル・技術大臣会合を
開催しました

群馬県 
嬬恋村

特集

地方のかがやき

MIC NEWS 01
令和５年度「電波の日・情報通信月間」
表彰が行われました
MIC NEWS 02
熱中症を予防しましょう
～熱中症は、正しい知識で適切に対応すれば未然に防げます～

MIC NEWS 03
スマートフォンの活用方法が無料で学べる！
デジタル活用支援の講習会を全国で実施しています
MIC NEWS 04

ほんとかな？が、あなたを守る。
情報との向き合い方を考えてみませんか？

MIC NEWS 05

郵便局を活用した地方活性化方策を
とりまとめました！
マイナンバーカードの普及促進の取組事例を紹介！
沖縄県沖縄市

観
光
客
誘
致
と
同
時
に

島
の
子
ど
も
た
ち
に
も

貢
献
で
き
る
こ
と
を

沖縄県　多良間村
小川裕二さん

●令和 3年 10 月着任　●東京都出身

　東京でよく通っていた沖縄料理の居酒屋さんがあって、そこのオーナーが多良間島近くの水納島の出身でした。そのご縁もあって多良間に訪問したのですが、自然や住民の皆さんの素晴らしさに感動して、いつか移住したいと考えていました。そんなとき、多良間村で地域おこし協力隊の募集があることを知ったのがきっかけです。

　今年から観光協会も兼務してお

り、旅行客への対応やイベントの準

備などに携わっています。また、島

に自生しているハマダイコンのプロ

ジェクトにも力を入れています。か

いわれ大根のような味でそのまま食

べたり、和え物にもぴったりな食材

ですが、ゆくゆくは特産品として観

光につなげたいと考えています。

　今、私が勤めて
いる建物が地域振

興拠点施設なので
、観光客誘致と同

時に、島の子ども
たちが集える場に

もしたいです。中
学校までしかない

島では、子どもた
ちが帰ってくるこ

とが何より重要で
すから。まずは、

100 円で買える
駄菓子を揃えて

、

気軽に立ち寄れる
場所にできないか

と思っています。

　多良間島は信号
が１つしかなくコ

ンビニもありませ
んが、人との交わ

りは濃いです。住
民の方々は島に強

い誇りをもってい
て、文化や風習な

ど何が大切なこと
かをよく知って

らっしゃいます。
そうしたことを一

つひとつ気づかさ
れることは、東京

で暮らしている間
はなかったです

し、自分にとって
も大切なことだと

感じています。毎
日がとても有意義

です。

地域おこし協力隊に応募したきっかけは ?

地域おこし協力隊として
どんな活動を
していますか？

今後の目標は？

多良間村に
暮らしてみた印象は？

Q

Q

Q

Q

毎年 5月と10 月に開催
される闘ヤギ大会（ピンダ
アース）。小川さんは大会
の準備にも奔走している。

美しさが際立つ、多良間島近くにある水納島の白砂のビーチ。

着任当初は、住民の
方々に顔を覚えても
らうために様々な集
いに参加したと言う
小川さん。

東京農業大学の協力も得て、ハマダイコンを島の
特産品にすべく活動を進行中。

表 紙 の 写 真>> >>

地域を変える新しい力

地域おこし地域おこし
協力隊協力隊

地域おこし協力隊として
活躍する皆さんに、

地域での活動や生活の様子
などをうかがいます。

Vol.4

地域おこし協力隊とは、都市地域から人口減少や高齢化等の進行が著しい地域に移住して、地域ブランドや地場産品の開発・販売・PR等の地域おこし支援や、農林水産
業への従事、住民支援などの「地域協力活動」を行いながら、その地域への定住・定着を図る取組です。隊員は各自治体の委嘱を受け、任期は概ね 1年以上、3年以内です。
総務省では、隊員数を令和 8年度までに 10,000 人に増やすという目標を掲げており、この目標に向け、地域おこし協力隊等の強化を行うこととしています。

Vol.271
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G7 群馬高崎デジタル・技術大臣会合を開催しました

G7　   群馬高崎デジタル・技術大臣会合
を開催しました

　

２
０
２
３
年
（
令
和
５
年
）
４
月
29
日
お
よ
び

30
日
、
総
務
省
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
お
よ
び
経
済
産

業
省
と
共
同
で
、
群
馬
県
高
崎
市
に
お
い
て
「
Ｇ

７
群
馬
高
崎
デ
ジ
タ
ル
・
技
術
大
臣
会
合
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
同
会
合
は
、
５
月
19
日
か
ら
21
日

に
開
催
さ
れ
た
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
の
関
係
閣
僚

会
合
の
一
つ
で
あ
り
、
構
成
国
・
地
域
の
ほ
か
、

招
待
国
お
よ
び
国
際
機
関
が
参
加
し
、デ
ジ
タ
ル
・

技
術
に
お
け
る
諸
課
題
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
、

成
果
文
書
と
し
て
、
閣
僚
宣
言
お
よ
び
附
属
書
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
合
で
は
、
次
の
６
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

・�

越
境
デ
ー
タ
流
通
と
信
頼
性
の
あ
る
自
由
な

デ
ー
タ
流
通
（
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
※
）
の
推
進

・
安
全
で
強
靭
性
の
あ
る
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ

・�

自
由
で
オ
ー
プ
ン
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
維
持
・

推
進

・�
経
済
社
会
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
新
興
技
術
の

推
進

・
責
任
あ
る
Ａ
Ｉ
と
Ａ
Ｉ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
推
進

・
デ
ジ
タ
ル
競
争

※�

「
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
」：”D

ata Free Flow
 w
ith Trust”

「
信
頼
あ
る
自

由
な
デ
ー
タ
通
信
」。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
知
的
財

産
権
に
関
す
る
信
頼
を
確
保
し
な
が
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
社
会
課
題

の
解
決
に
有
益
な
デ
ー
タ
が
国
境
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
自
由
に

行
き
来
す
る
、
国
際
的
に
自
由
な
デ
ー
タ
流
通
の
促
進
を
目
指
す

概
念
。

本会合の様子「スクールサミット」の様子

各国閣僚によるフォトセッション

会合で発言する松本総務大臣共同記者会見の様子

Ｇ
７
群
馬
高
崎
デ
ジ
タ
ル
・
技
術

大
臣
会
合
の
開
催

特集特集

Ｇ７デジタル・技術閣僚宣言のポイント

越境データ流通と
信頼性のある自由な

データ流通 (DFFT)の推進

経済社会の
イノベーションと
新興技術の推進

安全で強靭な
デジタルインフラ構築

責任あるAIと
AIガバナンスの推進

自由でオープンな
インターネットの
維持・推進

デジタル市場における
競争政策

DFFT の具体化のための国際枠組み
（IAP）の設立および DFFT の具体
化のための G7 ビジョン・プライオ
リティ に合意。

デジタルインフラの相互運用性の
確保 やデジタルサプライチェーン
におけるソフトウェアの脆弱性対策、
革新的技術イノベーションに親和的
なガバナンス手法の活用。

オープンで相互運用性などの要素を
含む Beyond 5G/6G 時代における
将来ネットワークのビジョンを策定
し、安全で強靭なデジタルインフラ
の構築に向けた G7 アクションプラ
ンに合意。

AI ガバナンスのグローバルな相互
運用性を促進等するためのアクショ
ンプランに合意。生成 AI について、
早急に議論の場を持つことに合意。

自由でオープンかつ、グローバルで
分断がなく、信頼性があり相互運用
可能なインターネットの維持・推進
に向けた G7 アクションプランに合
意。

デジタル競争分野での既存の法律や
新たな法制度の立案や執行において
各国で共通して抱える課題を共有し
ていくこと、デジタル競争サミット
を今秋開催することに合意。
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G7 群馬高崎デジタル・技術大臣会合を開催しました特集

　

大
臣
会
合
の
機
会
に
、
松
本
大
臣
は
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
欧
州

連
合
（
Ｅ
Ｕ
）、
イ
ン
ド
お
よ
び
ウ
ク
ラ

イ
ナ
と
バ
イ
会
談
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ド
イ
ツ
の
ヴ
ィ
ッ
シ
ン
グ 
デ
ジ
タ
ル
・

交
通
大
臣
と
は
、
総
務
省
と
連
邦
デ
ジ
タ

ル
・
交
通
省
と
の
間
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
分
野
に

係
る
協
力
覚
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
（
令
和
５
年
）
４
月
29
日

（
土
）
に
、
群
馬
県
前
橋
市
の
臨
江
閣
で
、

「
日
本
政
府
主
催
大
臣
夕
食
会
」
が
開
催

さ
れ
、
Ｇ
７
各
国
の
代
表
団
が
招
待
さ
れ

ま
し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、
松
本
大

臣
に
よ
る
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夕
食
会
で
は
、
緑
豊
か
な
群
馬
県
で
育

ま
れ
た
食
の
恵
み
を
感
じ
る
料
理
や
銘
酒

が
振
舞
わ
れ
、
各
国
代
表
団
へ
の
お
も
て

な
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
の
先
進
技
術
な
ど
を
Ｇ
７
各
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
今

後
の
国
際
展
開
・
国
際
連
携
を
促
進
す
る
た
め
、
４
月
28

日
～
30
日
の
３
日
間
、
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
の
展
示
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、「
デ
ジ
タ
ル
技
術
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

通
信
、
電
機
・
シ
ス
テ
ム
、
研
究
開
発
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
行
政
Ｄ
Ｘ
、
映
像
な
ど
デ
ジ
タ
ル
関

係
の
企
業
・
団
体
約
１
０
０
者
が
出
展
し
、
各
国
閣
僚
お

よ
び
日
本
側
３
大
臣
が
視
察
す
る
と
と
も
に
、
３
日
間
の

一
般
公
開
で
出
展
者
を
含
め
て
約
５
５
０
０
人
が
来
場
し

ま
し
た
。

バ
イ
会
談

日
本
政
府
主
催

大
臣
夕
食
会

松本大臣とヴィッシング デジタル・交通大臣
（ドイツ）による協力覚書署名の様子

松本大臣とヴァイシュナウ 鉄道・通信・電子・
IT 大臣（インド）の様子

挨拶をする松本大臣大臣夕食会の様子

尾身総務副大臣と群馬県内の高校生の様子国光総務大臣政務官による視察の様子

河野デジタル大臣による視察の様子西村経済産業大臣による視察の様子

松本総務大臣による視察の様子

大臣夕食会の会場となった臨江閣（群馬県前橋市）

松本大臣とイオナン デジタ
ル化担当次官（ウクライナ）
との会談の様子

デジタル技術展
を開催しました

松本総務大臣、河野デジタル大臣、
西村経済産業大臣、尾身総務副大臣、
国光総務大臣政務官などが視察しました。

「デジタル技術展」の会場となったGメッセ群馬展示ホール



能登町

嬬恋村

石川県

富山県

岐阜県福井県

富士市

静岡県

山梨県

神奈川県

東京都

千葉県

茨城県

埼玉県

栃木県

新潟県

長野県

群馬県

愛知県

地方

の

かがやき

地方

の

かがやき

鎌原観音堂

つまちゃり

つまごい水日和

干俣の清水

鬼押出し園

ギンヒカリ

嬬恋高原
キャベツ

嬬恋村の温泉

愛妻の丘

浅間山北麓ジオパーク

くろこ
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キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
高
原
野
菜
で
知
ら
れ
る
村
は

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
で
住
民
の
幸
福
を
追
求

嬬
恋
村 

 

群
馬
県

嬬恋高原
キャベツ

7 月～ 9月にかけて見渡す限りのキャベツ畑
が出現。「つまごいパノラマライン」では高
原の畑を見ながらのドライブを楽しめる。

高原
の朝露

で瑞 し々いおいしさに

村の
暮らしに密接につながる

吾妻川流域以南を含む約280㎢を範囲とする。山頂・
鬼押出し・北軽井沢・湯ノ丸・鎌原大笹・吾妻川の
6つのジオパークエリアから構成される。

浅間山北麓ジオパーク

「愛妻家の聖地」嬬恋村の人気スポット。9
月に開催されるイベント「キャベツ畑の中心
で妻に愛を叫ぶ ( キャベチュー )」の舞台。

「愛
してるよ

ー」と妻に叫ぼう

愛妻の丘

Tsumagoi 
Village
人　口：9,378人
　　　　（令和５年5月1日現在）
面　積：337.6㎢
村の花：リンドウ
村の木：白樺
村の魚：ヤマメ
URL　https://www.vill.tsumagoi.
　　　gunma.jp/www/

農業と観光を軸としつつ
スマートシティを推進

　大正時代に生産が始まったキャベツは先人のたゆまぬ努力
により村の代名詞となったものです。農業が村を支える基幹
産業とすれば、伸びしろのあるリーディング産業が観光です。
多くの温泉やゴルフ場、スキー場などのレジャー施設がそろ
うリゾート地でもある本村は農業と観光を軸とした地域づく
りを進めつつ、未来に向け、スマートシティも推進しています。
持続可能な社会をつくるうえでの貴重な資源である水や食料、
そして美しい空気に恵まれた嬬恋村にぜひお越しください。

嬬恋村長　熊川栄

2年飼育で１ kg程度まで成長させたニジマス。
歯ごたえ、身の締まりが良い。「嬬恋産ギン
ヒカリ」は村内の宿泊施設でも提供される。

ギンヒカリ
滑ら
かな赤身が自慢

でんぷんを取ったジャガイモの搾りかすを利
用した保存食。写真は「勉強屋」のくろこ入
りそばせんべいのセットメニュー。

ジャ
ガイモで

つくられた郷土食

くろこ

鬼押出し園
圧巻
の溶岩アート群

村内には各所で飲用もできる
湧き水がある。干俣の清水は
道路沿いにあり、容器に入れ
て持ち帰ることもできる。

嬬恋村
の代表的な湧き水

天 明 3 年 (1783 年 )
の浅間山の噴火が生み
出した溶岩の景観。春
は高山植物、夏は涼、
秋は紅葉、冬は雪景色
と四季折々の変化が。

干俣の清水

パッ
ケージ

は朝・昼・夜を表現

嬬恋村産の天然水。四阿山の雪
融け水が伏流水となって地中深
く浸透し、安山岩のフィルター
を通って良質の湧き水となる。

つまごい水日和

鎌原観音堂浅間
山大噴

火の歴史を今に伝える

天明３年の浅間山の噴火では大規
模な土石なだれが発生。鎌原村の
人々のうち石段の上の観音堂に避
難した 93 人が助かったと伝わる。

つまちゃり
観光
スポット巡りにぴったり

嬬恋村の温泉日本
有数
の名湯から隠れた秘湯まで

湯どころとして知られ
る嬬恋村には、万座、
鹿沢・新鹿沢、嬬恋高
原、半出来、奥軽井沢
といった名湯・秘湯が
多くある。写真は鹿沢
温泉の夜の湯舟。

嬬恋村観光案内所で電
動アシスト付き自転車
を貸し出す事業「つま
ごいパノラマレンタサ
イクル（つまちゃり）」。
春～秋限定。

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
州
の
ほ
ぼ
中
央
、
列
島
の
分
水
嶺
を

な
す
山
々
が
囲
む
高
原
に
あ
る
嬬
恋
村
の

年
間
の
平
均
気
温
は
8
度
前
後
と
涼
し
く
、

ま
た
１
日
の
寒
暖
差
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

高
原
野
菜
の
適
地
で
、
特
に
夏
秋
キ
ャ
ベ

ツ
は
出
荷
量
日
本
一
を
誇
り
ま
す
。

避
暑
地
と
し
て
も
最
適
の
気
候
で
あ
り
、　

昭
和
40
年
代
か
ら
別
荘
の
開
発
が
本
格
化

し
、
今
や
約
７
０
０
０
棟
が
建
ち
並
ぶ
一

大
別
荘
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日や
ま

本と

武
た
け
る
の

尊み
こ
とが
愛
妻
の
弟お

と

橘
た
ち
ば
な

媛ひ
め

を
思

い
、
碓う
す

日ひ
の

坂さ
か

（
現
在
の
鳥
居
峠
）
で
そ
の

名
を
叫
ん
だ
と
い
う
伝
承
に
由
来
す
る
の

が
嬬
恋
村
の
村
名
で
す
。

　

群
馬
県
の
西
端
に
位
置
し
、
周
囲
に
は
、

い
ず
れ
も
日
本
百
名
山
に
選
定
さ
れ
る
浅

間
山
、
吾
妻
山
（
四
阿
山
）、
白
根
山
と

い
う
２
０
０
０
ｍ
級
の
名
峰
が
連
な
り
ま

す
。
一
帯
の
雄
大
な
自
然
は
高
く
評
価
さ

れ
、
白
根
山
と
万
座
温
泉
地
区
は
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
（
生
物
圏
保
存
地
域
）
に
、

浅
間
山
か
ら
八
ッ
場
ダ
ム
を
含
む
地
域
は

百
名
山
に
包包
ま
れ
た
雄
大
な
景
観

一
大
別
荘荘
地
を
抱抱
え
る
清
涼涼
な
高
原
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嬬 恋村の取組

01
防
災
や
観
光
振
興
に
デ
ー
タ
を
活
用
し

住
民
と
役
場
の
新
た
な
関
係
性
を
創
造

　

さ
ら
に
令
和
４
年
度
は
行
政
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
た
め
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
つ
ま

ポ
ケ
」
を
住
民
に
提
供
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
申
請
や
施
設
の
予
約
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
申
込
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

　

嬬
恋
村
は
令
和
元
年
の
台
風
を
き
っ
か

け
と
し
て
総
務
省
の
補
助
を
受
け
て
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
令
和
２
年
度
は
防
災
を
テ
ー
マ
と
し

て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
し
た
動
員
間
の
情
報

共
有
や
避
難
所
・
防
災
無
線
の
情
報
の
リ

ア
ル
タ
イ
ム
の
発
信
な
ど
に
取
り
組
み
、

令
和
３
年
度
は
観
光
振
興
を
テ
ー
マ
に
人

流
な
ど
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
用
い
た
観
光

客
の
要
求
の
分
析
や
情
報
提
供
な
ど
行
い

ま
し
た
。

　

観
光
と
防
災
の
情
報
は
１
つ
の
ア
カ
ウ

ン
ト
で
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
り
、
観

光
客
も
有
事
の
際
の
規
制
情
報
な
ど
を
受

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

嬬
恋
村
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進

防災メニューでは防災規制
情報や避難所開設・ライブ
カメラなどの情報を提供。

観光メニュー。観光客の検索を待つ
だけでなく、プッシュ通知も行う。

行政サービスのアプリケー
ション。「申請」や「ごみ」
などのメニューのほか検索
窓でも情報を探せる。

　ドイツに留学、工務店で働きながら建築学校で学ぶデュアルシ

ステムに参加した黃木（おうき）孝治さんは家屋の断熱性能や環

境に負荷をかけない建材などについて学び、帰国後、「気候がドイ

ツに似ている」ことから嬬恋村に拠点を構え、空き家のインフラ

整備などを行う会社を設立しました。現在、東京都と嬬恋村の2

拠点で活動する黄木さんは「冬場も快適に過ごせる別荘など高断

熱の建物を広め、村の活性化につなげたい」と言います。

黃木孝治さん

嬬 恋 村に

高断熱の建物を
ご覧いただけます。

見学にお越し
ください　

移住しました冬も快適に過ごせる
高断熱の建物を広めたい

嬬 恋村の取組

02
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
外
出
を
応
援

健
康
増
進
の
効
果
も
狙
う
乗
り
合
い
送
迎
サ
ー
ビ
ス

チ
ョ
イ
ソ
コ
つ
ま
ご
い

ネ
ッ
ト
の
予
約
を
受
け
た
ら
、
Ｉ
Ｔ
を
活

用
し
た
専
用
シ
ス
テ
ム
が
複
数
の
利
用
者

の
目
的
地
や
到
着
時
刻
か
ら
運
行
ル
ー
ト

を
割
り
出
す
と
い
う
も
の
。

　

運
行
区
域
内
に
住
民
登
録
す
る
人
の
う

ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障
害
者
手
帳
を

持
つ
人
が
対
象
で
、
利
用
す
る
に
は
事
前

の
会
員
登
録
が
必
要
で
す
。

　

移
動
手
段
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、

外
出
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
図
っ
た
り
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た

り
す
る
ね
ら
い
も
あ
り
ま
す
。

　

群
馬
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社
と
株

式
会
社
ア
イ
シ
ン
の
協
力
の
も
と
嬬
恋
村

が
令
和
３
年
10
月
か
ら
運
行
し
て
い
る

「
チ
ョ
イ
ソ
コ
つ
ま
ご
い
」
は
、
乗
り
合

い
バ
ス
が
利
用
者
の
自
宅
前
か
ら
村
内
に

63
か
所
設
置
さ
れ
た
指
定
停
留
所
ま
で
最

適
の
ル
ー
ト
で
送
迎
す
る
と
い
う
画
期
的

な
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
電
話
や
イ
ン
タ
ー

２台運行している。運行は浅白観光
自動車株式会社。

利用料金は 1人1回乗車ごとに 200
円の定額制。

嬬 恋村の取組

03
村
民
の
運
動
習
慣
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

地
域
活
性
化
起
業
人
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
活
躍

健
康
増
進
事
業

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
招
い
て
健
康
増
進
事

業
を
開
始
し
ま
す
。
住
民
が
各
々
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
め
る
よ
う
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

専
用
車
で
出
向
い
て
指
導
す
る
運
動
教
室

や
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
・
遊
び
を
テ
ー
マ
に
し

た
イ
ベ
ン
ト
「
嬬
恋
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
フ
ェ

ス
タ
」
を
実
施
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

事
業
は
好
評
を
博
し
、
今
年
度
か
ら
地

域
お
こ
し
協
力
隊
２
名
が
事
業
に
加
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

村
民
の
３
割
以
上
を
占
め
る
高
齢
者
の

介
護
予
防
や
健
康
寿
命
の
延
伸
の
ほ
か
、

農
繁
期
に
比
べ
て
積
雪
期
は
運
動
の
機
会

が
減
る
こ
と
も
あ
り
、
夏
と
冬
の
住
民
の

体
重
の
増
減
が
大
き
い
と
い
う
デ
ー
タ
の

あ
る
嬬
恋
村
で
は
生
活
習
慣
病
に
よ
る
医

療
費
の
増
大
も
差
し
迫
っ
た
課
題
で
し
た
。

　

そ
こ
で
嬬
恋
村
は
令
和
３
年
度
、
総
務

省
の
地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
（
企
業
人

材
派
遣
制
度
）
を
利
用
し
、
民
間
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
株
式
会
社
ル
ネ
サ
ン
ス
の
イ

群馬県  嬬 恋村

「嬬恋フィットネスフェス
タ」。地域コミュニティの
場づくりでもある。

地域活性化起業人のインス
トラクター大八木孝宣さん。
「ウエルネスチャレンジ号」
で村内を巡回する。
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令和5年度「電波の日・情報
 通信月間」表彰が行われました 01

　

総
務
省
お
よ
び
情
報
通
信
月
間
推
進
協

議
会
で
は
、６
月
１
日（
木
）に「
電
波
の
日
・

情
報
通
信
月
間
」
記
念
中
央
式
典
を
開
催

し
、
電
波
利
用
ま
た
は
情
報
通
信
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
個
人
・
団
体
や
、
デ
ジ
タ

ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
今
後
の
創
作
活
動
が
期

待
さ
れ
る
方
々
へ
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

記念中央式典の様子

総務大臣表彰授与

「電波の日」総務大臣表彰 （個人５件・団体１件）（敬称略）

「情報通信月間」総務大臣表彰 （個人５件・団体2件）（敬称略）

情報通信月間推進協議会会長表彰 （個人6件）（敬称略）

「地域発デジタルコンテンツ」総務大臣奨励賞 （8件）（敬称略）

( 個人）
・大

おお

谷
たに

 和
かず

子
こ

（株式会社日本総合研究所 執行役員 法務部長）

・加
か

納
のう

 隆
たかし

（滋慶医療科学大学大学院 客員教授／埼玉医科大学 名誉教授）

・カボ・ニール・セチェレ・モルワエン（ボツワナ共和国 大統領府 担当大臣）

・日
ひ

比
び

野
の

 隆
たか

司
し

（前 電波監理審議会会長／株式会社大和証券グループ本社
　　　　　　　　　　 取締役会長兼執行役／大和証券株式会社 取締役会長）
・柳

やな

川
がわ

 範
のり

之
ゆき

（東京大学大学院 経済学研究科 教授）

( 団体）
・一般社団法人電波産業会無線ＬＡＮシステム開発部会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（委員長 守

もり

倉
くら

 正
まさ

博
ひろ

）

( 個人）
・荒

あ ら

川
か わ

 薫
かおる

（明治大学 総合数理学部長・教授）

・内
うち

山
やま

田
だ

 竹
たけ

志
し

（トヨタ自動車株式会社 取締役・Executive Fellow）

・隅
すみ

田
た

 英
えい

一
いち

郎
ろう

（国立研究開発法人情報通信研究機構 主管研究員）

・富
とみ

田
た

 章
あき

久
ひさ

（北海道大学大学院 情報科学研究院 教授）

・松
まつ

本
もと

 勉
つとむ

（横浜国立大学大学院 環境情報研究院 教授）

( 団体）
・一般社団法人ＩＣＴ-ＩＳＡＣ ( 理事長 齊

さい

藤
とう

 忠
ただ

夫
お

)

・Ｇ７群馬高崎デジタル・技術大臣会合開催推進協議会
  　　　　　　　　　　　  （会長 群馬県知事 山

やま

本
もと

 一
いち

太
た

）

志田林三郎賞（個人１件）
・笠

かさ

松
まつ

 章
あき

史
ふみ

　国立研究開発法人情報通信研究機構 未来 ICT 研究所　
　　　　　　　 小金井フロンティア研究センター 研究センター長

情報通信功績賞（個人５件）
・大

おお

橋
はし

 弘
ひろし

　 東京大学 副学長／東京大学公共政策大学院 教授

・三
さん

瓶
ぺい

 政
せい

一
いち

　大阪大学 名誉教授

・関
せき

口
ぐち

 博
ひろ

正
まさ

　神奈川大学 経営学部 教授

・細
ほそ

野
の

 昭
あき

雄
お

　株式会社アイ･ オー ･ データ機器 代表取締役会長

・盛
もり

合
あい

 志
し

帆
ほ

　国立研究開発法人情報通信研究機構 執行役
　　　　　　　　サイバーセキュリティ研究所長

・三
み

浦
うら

 愛
あい

和
な

、星
ほし

川
かわ

 美
み

月
づき

（北海道旭川商業高等学校）
  「エコについてきいてみた」
・学校法人日本コンピュータ学園
  東北電子専門学校 映像放送科「お客様は仏様」
・小

こ

林
ばやし

 想
こころ

（東京モード学園）「SNS の中」
・左

さ

右
ゆう

手
て

（日本アニメ・マンガ専門学校 呉
ご

 力
りく

和
わ

、中
なか

村
むら

 拓
たく

海
み

）
  「あの夏」

・同志社大学プロジェクト科目「クリエイティブな映像制作で
  インターネットの安心安全を守る！」「【漫画風】国際ロマンス詐欺」
・平

ひら

井
い

 綾
あや

乃
の

（比治山大学短期大学部）「すてきな雨ふり」
・高知国際中学校 C

シ　ト　ラ　ス

itrus（高知県立高知国際中学校）
  「誰もがもっと住みやすく、明るい町へ」
・友
とも

利
り

 愛
あ

音
のん

、宮
みや

里
さと

 佳
よし

子
こ

、赤
あか

嶺
みね

 幸
ゆき

則
のり

、大
おお

嶺
みね

 杜
と

和
わ

、新
あら

垣
かき

 陸
りく

、花
はな

城
しろ

 ゆりあ、
 上
うえ

原
はら

 銀
ぎん

志
じ

、山
やま

城
しろ

 朱
しゅ

莉
り

（沖縄ラフ＆ピース専門学校）「Back To The 1979」

熱中症を予防しましょう
～熱中症は、正しい知識で適切に対応すれば未然に防げます～

MIC NEWSMIC NEWS
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全
国
で
は
毎
年
、
非
常
に
多
く
の
方
が

熱
中
症
に
よ
り
救
急
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
５
月
か
ら
９
月
ま
で
の
全
国
に

お
け
る
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
人
員
の

合
計
が
7
万
1
0
2
9
人
と
な
り
、
調
査

開
始
以
降
、
過
去
３
番
目
に
多
い
数
値

を
記
録
し
ま
し
た
。
特
に
、
記
録
的
な

暑
さ
と
な
っ
た
6
月
の
救
急
搬
送
者
は
、

1
万
5
9
6
9
人
と
6
月
と
し
て
は
調
査

開
始
以
降
最
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

熱
中
症
は
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け

る
こ
と
で
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
ま
め
な
水
分
補
給
や
、
適
切
な
エ

ア
コ
ン
の
使
用
な
ど
、
一
人
一
人
が
熱
中

症
予
防
を
心
が
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
熱
中
症
の
危
険
性
が
極
め
て

高
い
と
予
測
さ
れ
る
日
の
前
日
夕
方
、
ま

た
は
当
日
早
朝
に
「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト
」
が
全
国
の
都
道
府
県
ご
と
に
発
表
さ

れ
ま
す
。
ア
ラ
ー
ト
発
表
時
は
、
外
出
を

控
え
る
な
ど
、
予
防
を
徹
底
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

熱 中 症 と は

熱 中 症 に な ら な い た め に 心 が け る こ と

　熱中症は、温度や湿度が高い中で、体内の水分や塩分（ナトリウムなど）のバランスが崩
れ、体温の調節機能が働かなくなり、立ちくらみ、頭痛、吐き気、ひどいときには、けいれん
や意識をなくすなど、様々な障害をおこす症状のことをいい、最悪の場合は死に至ること
があります。 

　熱中症は、正しい知識を身につけることで、未然に防ぐことが可能です。本格的な夏が
始まりますので、熱中症の予防にご協力お願いします。

応答がおかしい時は
ためらわずに
119 番！

外出を
できるだけ
控え、暑さを
避けよう！

熱中症警戒アラート
発表時

部屋の温度をこまめに
確認しよう！

帽子などで日よけ対策を！

高 齢 者 は 特 に 注 意 が 必 要 で す ！！

１. 体内の水分が不足しがちです
　　 体内の水分量が少ないため、こまめな水分補給を行う必要があります。

２. 暑さに対する感覚機能が低下しています
　　 暑さに対する感覚が鈍くなっています。暑いと感じなくてもエアコンを使用しましょう。

３. 暑さに対する体の調整機能が低下します
　　 体に熱がたまりやすく、暑いときには循環器系への負担が大きくなります。

消防庁のホームページに掲載されている「熱中症情報」や
「救急お役立ちポータルサイト」も合わせてご覧ください。お問い合わせ先

熱中症情報
ホームページ

救急お役立ち
ポータルサイト
ホームページ



携帯ショップ、地域の
公民館等

全国展開型事業者
（携帯キャリア）
地域連携型事業者

（地域のICT企業や
  団体等）
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スマートフォンの活用方法が
無料で学べる！　デジタル活用支援の
講習会を全国で実施しています

MIC NEWSMIC NEWS
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総
務
省
で
は
、
民
間
企
業
や
地
方
公
共

団
体
な
ど
と
連
携
し
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の

方
々
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
を
支
援
す
る
た
め
、

令
和
３
年
６
月
か
ら
、
身
近
な
場
所
で
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
行
政
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
学
べ
る
無

料
の
ス
マ
ホ
講
習
会
を
全
国
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

講
習
会
で
は
総
務
省
指
定
の
研
修
を
受

け
た
講
師
が
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、

講
習
会
は
ど
な
た
で
も
、
何
度
で
も
受
講

で
き
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
の
活
用
方
法
を
学
び
、
自
分

に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
見
つ
け
る
こ
と
で
、

よ
り
便
利
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
不
安
の
あ

る
方
ご
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
ご
家
族
や

ご
友
人
の
な
か
で
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
を
は

じ
め
た
い
」
と
お
考
え
の
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
、
周
囲
の
皆
様
も
受
講
の
ご
予
約

を
お
手
伝
い
い
た
だ
く
な
ど
、
積
極
的
な

応
援
や
あ
と
押
し
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
3
年
1
月
に
公
表
さ
れ
た
内
閣
府

の
世
論
調
査
で
は
、
60
歳
代
の
方
の
25.7
％
、

70
歳
以
上
の
方
の
57.8
％
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
を
利
用
で
き
て
い
な
い
と
回
答
し
て

お
り
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
活
用
で

き
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
等
の
情

報
通
信
技
術
を
利
用
で
き
る
方
と
利
用
で

き
な
い
方
と
の
間
に
生
じ
る
格
差
の
こ
と

は
、「
デ
ジ
タ
ル
格
差
」
や
「
デ
ジ
タ
ル
·

デ
バ
イ
ド
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
国
で

は
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
に
よ
り
、
一
人
ひ
と

り
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
、
多
様
な
幸
せ
が
実
現
で
き

る
社
会
を
目
指
す
た
め
、「
誰
一
人
取
り

「
デ
ジ
タ
ル
活
用

  

支
援
推
進
事
業
」と
は
？

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

  

人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」

※デジタル活用支援講習会における講習会では、これらのロゴマー
クが掲載されたポスター等を設置して実施しています。

残
さ
な
い
、
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
総
務
省
で
は
高
齢
者
等
の
デ
ジ
タ

ル
に
不
慣
れ
な
方
々
が
デ
ジ
タ
ル
活
用
の

恩
恵
を
受
け
、
活
き
活
き
と
よ
り
豊
か
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
推
進
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

高齢者におけるデジタルデバイドの現状

ど
、
基
本
的
な
操
作
方
法
を
含
め
た
「
基

本
講
座
」
も
取
り
扱
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

左
の
講
座
の
種
類
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
の
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
に
、
各
講
座
の
教
材
を
掲
載
し

て
い
る
ほ
か
、
内
容
を
解
説
す
る
動
画
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
の
動
画
を
見
る
こ

と
で
、
ご
自
宅
で
も
講
習
会
の
内
容
を
復

習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
の
講
習
会
は
、
無

料
で
、
ど
な
た
で
も
受
講
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
以

下
の
手
順
で
、
講
習
会
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

（
１
）
ま
ず
、
お
近
く
で
開
催
し
て
い
る

講
習
会
を
確
認
し
ま
す
。

　

下
記
お
問
い
合
わ
せ
先
に
お
電
話
い
た

だ
く
か
、デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
の
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
か
ら
、
お
近
く
で
開
催
し
て
い
る

講
習
会
の
申
込
窓
口
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は
、
地
域
ご
と
に
、

開
催
し
て
い
る
講
習
会
情
報
や
申
込
窓
口

の
連
絡
先
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
２
）
次
に
、講
習
会
の
申
込
窓
口
に
直
接
、

「
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
」
の
講
習
会
に
参

加
し
た
い
と
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
３
）
当
日
、
無
料
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
習
会
に
よ
っ
て
は
、
必
要
な
持
ち
物
を

ご
案
内
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
申
し
込
み
時
等
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　

　
　

　

講
習
会
で
は
、
基
本
的
な
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
使
い
方
か
ら
、
応
用
的
な
オ
ン

ラ
イ
ン
行
政
手
続
き
の
利
用
方
法
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
座
の
内
容
は
、
講
習
会
を
実
施
す
る
団

体
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
全
国
の
携
帯

電
話
の
シ
ョ
ッ
プ
等
を
中
心
と
し
た
「
全

国
展
開
型
」の
団
体
で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
活
用
に
つ
い
て
も
う
一
歩
踏
み
込
ん

だ
「
応
用
講
座
」
を
取
り
扱
い
ま
す
。
一

方
で
、
地
方
公
共
団
体
と
連
携
し
た
企
業

等
を
中
心
と
し
た
「
地
域
連
携
型
」
の
団

体
で
は
「
応
用
講
座
」
に
加
え
、
電
源
の

入
れ
方
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方
な

講
習
会
に
参
加
す
る
に
は
？

講
習
会
で
何
が
学
べ
る
の
？

応 用 講 座 基 本 講 座

実 施
講 座

実 施
場 所

実 施
団 体

① マイナンバーカード　
　  の申請方法
② マイナポータルの
　  活用方法
③ マイナポイントの
　  申込方法

④ e-Taxの利用方法

⑤ オンライン診療の
　  利用方法
⑥ 新型コロナワクチン
　  接種証明書アプリ　  
　  を用いた接種証明
　  書の発行方法
⑦ 健康保険証利用の
　  登録・公金受取口座
　  の登録

⑪ 地域におけるオン
　  ライン行政手続の
　  実施方法
 　　　　　　　 など

⑨ 自治体マイナポイ
　  ントの申込方法

⑧ 全国版救急受診　  
　  アプリ（Q助）の
　  利用方法

⑩ 地方公共団体が提
　  供するオンライン
　  サービスの利用方法

地域の公民館等

地域連携型事業者
（地域のICT企業や
  団体等）

① 電源の入れ方、
　  ボタン操作の仕方 
② 電話のかけ方、
　  カメラの使い方 
③ アプリの
　  インストール方法 
④ インターネットの
　  利用方法 

⑤ メールの利用方法 

⑥ 地図アプリの
　  利用方法 

⑦ SNSの使い方

⑨ オンライン会議
　 システムの利用方法

⑧ スマートフォンを
　  安全に使うための
　  ポイント

※取り扱う講座は、講習会の実施場所または講習会の実施団体
　ごとに異なります。受講をお考えの場合は、事前にお電話に
　て確認の上お申し込みください。

講習会の様子

● こちらからデジタル活用支援講習会の検索ができます。
　【デジタル活用支援　ポータルサイト】
   https://www.digi-katsu.go.jp/

● 【デジタル活用支援の講習会情報に関する連絡先】
　デロイトトーマツファイナンシャルアドバイザリー合同会社（執行団体）　
　Tel:03-6628-4343　Email: info-r5@ml.digi-katsu.go.jp

お問い合わせ先



（令和５年４月24日時点YouTubeチャンネル登録者数）
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ほんとかな？が、あなたを守る。
情報との向き合い方を考えてみませんか？
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令
和
５
年
４
月
26
日
（
水
）、
Ｇ
７
デ
ジ

タ
ル
・
技
術
大
臣
会
合
関
連
イ
ベ
ン
ト

「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
日
本
―
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
・
社
会
と
し
て
で
き
る
こ

と
―
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
際
大
学

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

セ
ン
タ
ー
主
催
、
総
務
省
等
が
後
援
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

近
年
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
は
世
界
的

に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
で

も
、
様
々
な
場
面
で
多
く
の
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
が
拡
散
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近

の
研
究
で
は
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
見

聞
き
し
た
人
の
約
４
人
に
３
人
が
、
そ
の

情
報
を
誤
り
だ
と
気
づ
い
て
い
な
い
こ
と

が
分
か
っ
て
お
り
、
社
会
に
与
え
る
影
響

も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
若
手
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
な
ど
有
識
者
を
交
え
た
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が
蔓

延
す
る
社
会
に
お
い
て
、
人
々
は
何
に
気

を
付
け
れ
ば
よ
い
の
か
、
官
民
は
ど
の
よ

う
に
対
抗
す
れ
ば
よ
い
の
か
が
議
論
さ
れ

ま
し
た
。

　

国
光
総
務
大
臣
政
務
官
は
、
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
の
問
題
に
対
し
、
国
民
一
人
一

人
が
何
を
す
べ
き
か
、
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
が
何
を
し
た
ら
よ
い
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
議
論
を
し
っ
か
り
社
会
に
届
け
、
フ
ェ

イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に
強
い
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

の
あ
る
日
本
を
作
っ
て
い
け
る
よ
う
、
期

待
を
述
べ
ま
し
た
。

アーカイブ動画公開中！
「フェイクニュースと日本
　ー私たちにできること・社会としてできることー」
　公式 HP
　https://www.glocom.ac.jp/
　events/information/8716

意見交換の様子

国光総務大臣政務官によるご挨拶の様子

YouTube偽・誤情報問題啓発キャンペーン
　若者がフェイクニュースは自分の日常に潜む問題であると知り、

情報との向き合い方について考える機会を提供するため、啓発キャンペーンを実施しています。
　フェイクニュース問題の３つのポイントを若者に広く認知してもらうため、

YouTubeクリエイター様に啓発動画を制作いただきました。

QuizKnock
(201万人)

葛西美空の
YouTubeチャンネル

(56万人)

Kevin's English Room
/ 掛山ケビ志郎

(196万人)

かっつー
(105万人)

星川サラ
(91万人)

©A/N©COVER

ジャスティスター
 / Justistar

(57万人)

ボンボンTV
(234万人)

フブキCh。
白上フブキ
(210万人)

もりすけ
(35万人)

3 つ の ポ イ ント

①フェイクニュースが身近に存在する
②ファクトチェックをしよう
③拡散することのリスクを知ろう

動画は
こちらから
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沖
縄
市
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
市
民

の
方
が
手
軽
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
で
き
る
環
境
を
提
供
し
、
カ
ー
ド
の

取
得
を
促
す
た
め
、
月
に
複
数
回
、
市
立

小
中
学
校
の
地
域
連
携
室
や
市
営
住
宅
、

公
民
館
等
へ
市
職
員
が
出
向
き
、
出
張
申

請
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
に
と
っ
て
身
近
な
場
所
を
会

場
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
申
請
の
た
め
に

市
役
所
へ
出
向
く
必
要
が
な
く
な
る
ほ
か
、

自
宅
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
に
、
児
童
や
生
徒
が
日
頃
か
ら
利
用

す
る
学
校
の
地
域
連
携
室
を
出
張
申
請
会

場
と
す
る
こ
と
で
、
学
校
で
の
申
請
者
の

う
ち
、
約
半
数
が
未
就
学
児
か
ら
高
校
生

ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
若
年
層
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
申
請
し
た
保
護
者
か
ら
は
、「
子
ど

も
と
一
緒
に
申
請
が
で
き
て
大
変
便
利
で

あ
る
」
と
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
「
申
請
等
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
組
織
を
挙
げ
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
推
進
し

て
お
り
、
今
後
も
市
民
の
利
便
性
向
上
に

寄
与
す
る
取
組
を
行
い
ま
す
。

編 集 後 記
e d i t o r i a l  n o t e

 広報誌 ｢総務省｣ についてのご意見・ご要望は、電子メールでお寄せください　MAIL ▶ kohoshi@soumu.go.jp

　

７
月
号
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
「
地
方
の
か
が
や
き
」
で
ご
紹
介

し
た
の
は
群
馬
県
嬬
恋
村
で
す
。
嬬
恋
村

の
名
前
は
日
本
武
尊
と
そ
の
妻
弟
橘
姫
の

神
話
に
由
来
す
る
も
の
で
、「
愛
妻
家
の

聖
地
」
と
し
て
も
有
名
で
す
。

　

嬬
恋
村
と
い
え
ば
、
キ
ャ
ベ
ツ
を
思
い

浮
か
べ
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
嬬
恋
村
産

の
キ
ャ
ベ
ツ
の
売
上
は
全
国
の
総
出
荷
量

の
約
半
分
を
占
め
る
そ
う
で
す
が
、
キ
ャ

ベ
ツ
以
外
に
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
バ
レ
イ

シ
ョ
な
ど
も
特
産
品
で
あ
る
こ
と
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

　

観
光
客
の
誘
致
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、「
妻
と
の
時
間
を
作
る
旅
」と
題
し
て
、

愛
妻
の
丘
な
ど
愛
妻
家
の
た
め
の
観
光
地

紹
介
も
し
て
い
ま
す
。

　

嬬
恋
村
は
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
村
民
向
け
の
サ
ー
ビ

ス
だ
け
で
な
く
、
観
光
客
向
け
の
サ
ー
ビ

ス
も
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
観
光
客
向
け

の
ア
プ
リ
で
は
、
観
光
地
の
情
報
や
万
一

災
害
が
起
き
た
際
の
避
難
所
の
設
置
状
況

な
ど
も
確
認
で
き
ま
す
。
観
光
客
と
し
て

嬬
恋
村
を
訪
れ
た
際
に
は
、
便
利
な
ア
プ

リ
を
試
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
室　

Ｃ
・
Ｈ
）

マイナンバーカードの普及促進の取組事例を紹介！

沖縄県沖縄市
小中学校の地域連携室等を活用し、
出張申請を通じて地域住民の

マイナンバーカード普及促進に取り組んでいます

会場内で順番を待っている様子（地域連携室内）

書類記載→受付・審査→写真撮影の様子

郵便局を活用した地方活性化方策を
とりまとめました！

MIC NEWSMIC NEWS

05

● 総務省ＨＰ報道資料
　「郵便局を活用した
　地方活性化方策の
　とりまとめ」
　https://www.soumu.go.jp/
　menu_news/s-news/
　01kanbo05_02000177.html

詳しくはこちら

< 経緯 >
・�令和４年 10月、総務省内関係
部局で構成される「郵便局を活
用した地方活性化方策検討プロ
ジェクトチーム」を設置。

・�令和５年３月、プロジェクトチー
ムにおける検討の結果として、
郵便局を活用した地域活性化方
策をとりまとめ。

１　郵便局が持つ強み
強み①　全国津々浦々に約24,000 の郵便局の窓口拠点がある（拠点）
強み②　信頼できる社員がいる（人材）
強み③　郵便局の局舎という物理的な建物が全国津々浦々に設置されている（スペース）
強み④　日々各世帯事業所に対して郵便物を配達する配達ネットワークがある（面的カバー）
強み⑤　郵便事業を通じた各世帯、事業所に関する膨大なビッグデータを保有している（データ）

2　主な地域活性化方策
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